
 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月号 

 

 

令和６年 11 月 ２６日 
鹿児島市立 桜峰小学校 
学校だより 

 
桜峰小ＨＰ 

 

【１１月２１日(木)】伊藤園による 

お茶の淹れ方教室 

【１１月９日(土)】地域の方との交流学習モルック大会 

おもてなしの心を学び、温かいお茶と冷たい

お茶の味の違いなど味わいました。感想や質問

も秀逸でした。 

「モルック」で木を倒したら、地

域の方とハイタッチ！笑顔で仲良

くなれました 

教頭 荒木 保徳 
 

「こんなことができるんだ、公立中学校で！」中学３年生の
授業を参観させていただき震えとわくわくが止まりませんでした。 
１０月３１日（木）に行われた「高知の魅力発信グローバル人材

育成事業」に係る拠点校 小・中・高合同授業研究会（香美市）に
参加してきました。 
高知県香美市には、日本の公立小学校で初の IB 教育を取り入れ

た「大宮小学校」と IB 教育を行っている「香北中学校」がありま
す。自分たちが興味のあることを探求的に学習する学び方
に、新設される「桜島学校」の学びのヒントがあると思い、
三日間もお休みをいただき、自費で行ってきました。 
小・中・高連携の３校種が外国語の授業ということで、山田高校

が会場校となり、そこに中学３年生が先生や ALT と１クラス来て
いました。まず驚いたのは振り返りを英語で書いて提出していたこ
とです。先生からは、文の修正と、それぞれへのメッセージが添え
られていました。 
震えるほど感動したのは、話題についてグループ討議（英語で）

した後、別のグループの一人ずつがペアになり、班で出たことを英
語で話し合う場面です。３分を超える長い間、相槌を打ったり、
Me,too. In my group～.と続けたりと何も見ず、相手の言葉に
共感し、話を続け、いったん終わった話の流れの後にも、“Do you 
think ～？”と意見を求めて話そうとするのです。英語で行って
いることも素晴らしいのですが、相手の話に興味をもち、
話題に問いを持ち続け、話そうとする姿は、きっと長い時間の
積み重ねがあってのことだと感じました。 
大宮小の IB コーディネーターの先生から個別に１時間ほどカリ

キュラムの組み方や、学習の取組について教えていただきました。  
その方は IB 教育をそのまま行うのではなく、さらにそれを
一般化し、公立の学校でできるようにすることが、今の使命
だとおっしゃっていました。そこに鹿児島で行う価値があると
思いました。 
やはり、どんなことを行っているかは、数字よりデータより子

どもの姿で一番納得することを改めて感じました。桜島の
子どもたちの力になりたいという覚悟を強くした研修となり
ました。 

 
 

 今まで学んだことをどう表現するか考えて工夫して発表しまし

た。幼稚園の生活発表会とともに地域の方に大好評でした。 

【１１月９日(土)】生活・学習発表会 【１１月１２日(火)】歯科指導  

【１1月１９日(火)】全校朝会 表彰式 

絵で２名、作文で１名の児童が表

彰されました。おめでとう！ 

【１０月２４日(木)県教育委員会指定研究協力校 研究公開】 

鹿児島県の指

定を受けた研修

は、オンラインで

の参加の形で、特

に離島から参加

される先生が多

かったです。 【１１月５日(火)】神南小との

リモート交流 

「枯れそうな大根はどう

すればいいの？」神南小との

リモートで分からないこと

が出てきたときに、「電話で

答えていただけますか。」と

相談すると、「今から行くよ」

と駆け付けてくださった次

夫さん。スターの登場です。 

【１１月７日(木)】避難訓練 火災 

 

家庭科室で火災が起き

たことを想定し、そこか

ら周りの教室へ知らせて

火災発生のベルを鳴らし

て避難しました。消火器

の使い方も復習しました 


